
熊本大学工学部 附属革新ものづくり教育センタ ー 平成25年度 年次報告書

ロポットの製作とプログラミング言語による制御体験プロジェクト

1. はじめに

情報電気電子工学科に入学した1年次生に対し， 入

学時の早い段階から 「ものづくり」 を通じて， 工学の

楽しさを体験させるとともに学習に対する動機付けを

行うことを狙い， 工学部付属革新ものづくり教育セン

タ ーの 「早期体験型実験・演習科目開発プロジェクト」

の一環として 「ものづくり入門実習」科目の教材開発

を行ってきた． 学科の学習・教育目標である情報・電

気・電子工学の知識や技術の修得および基礎的なプロ

グラミング手法の修得の足掛かりとなる実習を実施す

ることで， 学生の学習に対する意欲向上を図る． 学科

の学生実験検討委員会で検討を行った結果，LEGO マ

インドストームNXTを用いたプログラム制御による

ロボットの設計・ 製作を実習課題に採択した． マイン

ドストームは教育用として開発されたプログラム制御

によるロボット開発実習教材である 1）. マインドスト
ームを利用した実習は初等中等教育向けのみならず高

専・大学のカリキュラムにおいても実施されている．

また， 国内外でロボットコンテスト等も活発に開催さ

れている． マインドストームを用いることで， 限られ

た時間内で、もブロックの組合せによりロボットを作成

することが可能である． また， GUI (Graphical User

Interface）ベースのプログラミングによりソフトウェ

ア開発を行うことから， C言語などのプログラミング

言語を知らない学生で、あってもロボット制御のための

プログラムを開発することができる． このように， マ

インドストームを用いることにより， ロボット制御実

習を容易に設計することが可能である．

これまで， 平成24年度は 「ライントレースマシンJ

色平成25年度は 「サッカーマシンJの設計・開発

を課題として実習を行った． 実習の狙い通り， ものづ
くりの基本的な考え方と工学の楽しさを経験させるこ

とができ， 学習に対する意欲向上が見受けられた． ま

た， 開発プロセスの体験， グ
、
ルーフ

。
ワ ークの大切さな

ど学ばせることができた． 一方で， 本実習をさらに発

展させ， 問題解決のための発想やアイデアについて十

分に考えさせるようにするためには， 多様な角度から

問題解決のためのアプローチを狙うことができる教材

開発が不可欠である． そのためには， 今以上に高度な

自律制御を目指したロボットの開発実習が行える必要

がある． 新たに開発する実習課題として， 無人の惑星

探査ロボットや災害時救援のレスキューロボットのよ
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うに決められたミッションを達成するための自律型ロ

ボットの設計・開発課題を検討している． このような

自律型ロボットを課題とする場合， 探査ロボットにお

いては試料採取， レスキュ ーロボットにおいては要救

助者の確保などのような機構が必要となる． 情報電気

電子工学分野の立場からは， このような機構を実現す

るためのメカニカルな部分については重要視していな

い． もちろんメカニカルな発想も重要で、はあるが， む

しろ提示されたミッションをし、かに実現するのかにつ

いてグルー プ
。
ワ ークにおけるデイスカッションや， メ

カニズムをいかにソフトウェアによる制御として実現

するかとしづ思考過程が重要であると考えている． こ

のような実習の場を提供するためにも， より高度なロ

ボ
、
ットの設計・開発実習が行える環境を整えておくこ

とは重要である． 本稿では， 「レスキューロボット」を

題材として検討を行った結果について報告する．

2. 学習目標
「ものづくり入門実習」 においては単に与えられた課

題をこなすだけではなく， 「ものづくり」に関する以下

の項目について理解を深めることを目標としている．

( 1）企画， 構想， 設計， 試作， 評価， 生産， 販売の

各ステップを経ることでものづくりが進むことを

理解させる． このうち実習では， 構想， 設計， 試

作， 評価のステップを体験する．

( 2） 製品の目標を必要な機能に具体化し， その機能

をどのように実現するかを考える「品質機能展開J

が重要であることを理解させる．

( 3）製品をさらにより良いものとするために，PDCA

サイクルの実施が重要で、あることを理解させる．

(4）プレゼンテーションを実施することで， その実

施方法や重要性を理解させる．

( 5）課題を達成するためにはグループワ ークが重要
であることを理解させる．

3. 実習計画

3.1試行実習の実施
「ものづくり入門実習」 の2 コマ15週に当たる半

期の時間内でレスキューロボットの開発実習を行うこ

とが可能かについて確認するために， 平成25年度後

期「情報電気電子工学実験第二Jの一選択テーマとし

て試行実習を行った． 本試行には本学科3年生4名が
取り組んだ． 単に学生の立場で実習を試行するだけで

なく， 「ものづくり入門実習」で実施する際の教材開発








